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＜それぞれの役割について＞

長机（２人用）の場合は、コートに向かって右側が記録員とする。
（１人用の机の場合は、主審の視野に入るよう、中央ではなくコートに向かって右側へ机を少し移動する。）

担当の位置についたら、ネットおよびアンテナ等が正しい位置に取り付けてあるかどうかチェックする。特にアンテナの取り付け位置については、
ゲーム中でも十分注意する。

② 試合中の判定等については、ラインジャッジマニュアルを参照。

主審の最終判定を必ず確認して記録すること。
主審がポイントのシグナルを示した後に、線審や副審との判定の違いに気付き、判定を変えるようなケースの時に、最初の判定しか見ていないと
間違った記録をしてしまうので、必ず最終判定を確認する。

記録用紙に必要事項の記入を済ませ、記録席に着く。監督名・選手番号・選手名の記入については、承認された『構成メンバー表』から転記する。

サービス順と得点の確認を行う。記録用紙が唯一の公式記録である。
疑義をいだいた時は、ゲームを止め、副審を呼び、可能な限り迅速に、正確に処置する。
誤ったサーバーがサービスを行ったことを確認したら直ちに、ブザーを鳴らし、主審・副審に知らせる。
点示の間違いは、競技を中断せずに速やかに処置する。

ゲームキャプテンから主審に対して異議の申し立てがあった場合、その異議を試合終了時に公式な抗議として記録用紙に記録員が記入するか、
チームキャプテンが記入することを許可する。

⑤

セットが終了したときは、次のセットの開始までに必要事項を正確に記入すること。（ルールブックP.76 付録(2) 公式記録記入法）
特に、次のセットの最初のサービスチームを間違いなく記入すること。
セットの最後のサーバーの得点を○で囲み、次のセットのサービス開始チームを○で囲む。
（注1：セット最後のサーバーがＡチームなら次セット最初のサービスはＢチームとなる。）
（注2：セット最後のサーバーが記録席から見て左側のチームであれば、コートチェンジがあるので次セット最初のサービスも左側のチームとなる。）
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【試合の運営】

 ※サービス順の誤りがあった時の手続き

公式ウォームアップ中の選手番号と記録用紙の
構成メンバーの番号が一致しているか確認する。

⑦ サービスオーダー票は、記録員のすべての記入
が終わったら記録員からを受け取り、正しく転
記されているか確認した後、副審が保持する。

⑨ 最初のサーバーにボールを送る。

審判ミーティング ①

④

※線審との打ち合わせ事項（例）
①サービスゾーン外のサービスヒット　②サーバーの邪魔になるケース　③ライン判定の基本（1人1線のケース・コーナーのケース・フ
ラッグを下すタイミング等）　④ワンタッチの判定　⑤パンケーキの判定　⑥アンテナ絡みの判定（選手が触れるケースは具体的に）
等々
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②

①

①
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③
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合
前

主　　　審

定められた時刻に審判ミーティングを行う。

ネットの高さ、張り具合、アンテナの位置およ
びサイドバンドの位置をチェックする。
張り具合については、ネット上端の張り具合の
ほかに、補助ロープによる網目の部分の張り具
合も確認する。

記録席の前で、副審と記録員の立ち会いの下、
両チームのチームキャプテンとトスを行う。ま
たその際に、公式ウォームアップを合同で行う
か、個別で行うかを確認する。

プロトコール

④

公式ウォームアップ開始の吹笛をして、計時を
行う。

公式ウォームアップ中の選手番号と構成メンバ
ー表の番号が一致しているか確認する。

両チームのチームキャプテンおよび監督に、記
録用紙にサインをするように促す。

今までに経験した試合の取り扱いについての説
明、反省や伝達事項は必ず審判ミーティングで
話をする。

コ－ト・備品・用具の
点検

②

②

コート、チームベンチ、ウォームアップエリア、
ネット、ボール等について確認をする。

②

①

③

ルールブックP.79

付録(3)

記　　　録

①① 主審の位置から選手の陰になって見えないプレ
ー、床に落ちたかどうか、副審側のアンテナ外
通過とワンタッチなどについての判定方法や合
図のしかた、その他主審に対する補佐のしかた
について打ち合わせをする。

主審・副審と、選手交代、タイムアウト、誤っ
たサーバーの発見時の合図のしかたと処理の方
法について念入りに打合わせておく。

副　　　審

誤ったサーバーがサービスを行ったらブザーを鳴らす。
副審がラリー止める吹笛をしたらブザーを止める。
副審に「○番が打つところ○番が打った。次は○番」と
具体的に正しく伝える。

公式ウォームアップの前に両チ－ムの監督およ
びチームキャプテンよりサインを採録する。こ
れは正式な選手名と選手番号であることの確認
であり、このサイン後にそのチームの構成を修
正することはできない。

試合球、公式記録用紙、ブザー、ユニフォーム
など、ゲームに必要な用具をチェックする。

公式ウォームアップ終了の吹笛を行う。

②

④

③

記録用紙に大会名、開催日、コート、試合番号、
チーム名、会場、構成メンバー等、必要事項を
記入する。記入にあたっては、オリジナルとコ
ピーを区別する意味で、青色のボールペンを使
用する。

サービスオーダー票を受け取った時には、チー
ム名・監督のサイン（監督不在の場合はチーム
キャプテン）の記入を確認する。記録用紙の構
成メンバーの選手番号とサービスオーダー票の
選手番号が一致しているか、および記録用紙の
構成メンバーの人数とサービスオーダー票の人
数が一致しているかも併せて確認する。ＯＫで
あれば記録用紙にサービス順と控え選手番号を
記入する。サービスオーダー票に不備および漏
れがあれば、記録用紙に記載された構成メンバ
ーのとおりに訂正するよう副審を通して監督に
確認する。サービスオーダー票は主審・副審以
外には見せてはならない。

①主審と共に、用具類について確認をする。

記録席の前で、主審と記録員と共に両チームの
チームキャプテンとのトスに立ち会う。

両チームからサービスオーダー票を受け取り、
記入に不備がないか確認した後、記録員へ渡す。

①

主審と共に、ネットの高さ、張り具合、アンテ
ナの位置およびサイドバンドの位置をチェック
する。
張り具合については、ネット上端の張り具合の
ほかに、補助ロープによる網目の部分の張り具
合も確認する。

記録用紙に従って、先発選手のサービス順を確
認する。第１セットの開始時のみ、交代選手の
確認を行う。

⑧ サービスオーダー票に従って、先発選手のサー
ビス順を確認する。第１セットの開始時のみ交
代選手の確認を行う。

各チームが個別にウォームアップを行っている
場合は、コートを使ったウォームアップの交替
を知らせるため、開始から３分で吹笛をする。

公式ウォームアップの計時を行う。

⑥

⑤



主　　　審 記　　　録副　　　審

遅延警告、遅延反則は記録用紙の「適用した罰
則等」の欄に「Ｄ」で記録する。

① 軽度の不法な行為に対する第２段階の黄カード
が示された場合は「適用した罰則等」の欄に、
選手の場合はその選手番号を、チーム役員の場
合はその記号を記録する。

　遅延行為に対する罰則に提示すべきカードについて、遅延警告は黄カードでハンドシグナルを示し、遅延反
　則は赤カードでハンドシグナルを示すことに改めた。

②

①

①

②

③

①

③

試
合
中

第27条 不法な行為

ルールブックP.43

第1項 軽度の不法な行為

不法な行為・反則

第26条 試合の遅延

遅延の制裁

軽度の不法な行為は、チームが反則などに該当
する不法な行為に進展するのを防ぐため、第１
段階（チームに口頭で）と第２段階（競技参加
者に黄カードで）に分けて警告を与る。
（詳細は右記のとおり）

軽度の不法な行為

②

③

ルールブックP.44

セット開始前およびセット間に生じたいかなる
不法な行為も第２５条第２項に従い罰則が適用
される。その罰則は次のセットに適用される。

不法な行為に対する罰則を適用できるのは主審
のみであり、適用をうけるのは競技参加者個人
である。

汗などで濡れたコ－トの表面を拭くための中断
の要求や、シュ－ズの紐を結び直すための中断
を要求したときは遅延の罰則となる。

ラリー中およびラリ－終了後、判定に対して執
拗にアピ－ルする行為は警告の対象とする。
（ラリー中に相手チームのオーバータイムスや
オーバーネットを執拗にアピールする行為等）
また相手チ－ムの選手を牽制したり、判定に影
響を及ぼすような行為、相手に向かってのガッ
ツポ－ズ等はそれ以上の不法な行為に進展しな
いよう、早めに警告を出した方が良い。

ラリー中「ワンタッチ」とか「ドリブル」とか、
自然に声が出るようなものは気にしなくてよい。

選手交代が遅れたときとは、交代選手がコート
に入る準備ができていなかったときである。

タイムアウトの終了やセット開始の合図があっ
たにもかかわらず試合を再開しないときは、遅
延の罰則とする。

　軽度の不法な行為に対する警告の処置について、再発を防止するため次のように改めた。

　第１段階　チームにゲームキャプテンを通じ口頭で警告する。
　第２段階　競技参加者に黄カードを示し警告する。

　競技参加者に対する警告は、公式記録用紙に記録し、その試合中有効とする。その試合中、同じ競技参加者
　が軽度の不法な行為を繰り返したときは、無作法な行為に該当するものとして罰則を適用する。

※平成25年度 改修正項目「遅延行為に対する罰則段階表」第26条 第2項 第6表　

同一試合中、同一競技参加者が不法な行為を繰
り返した場合には、第２７条第３項第７表に示
されるように、累進的な罰則が適用される。
（それぞれ連続して不法な行為を行った競技参
加者は、より重い罰則が適用される。）

副審が不法な行為に気づいた時は、主審に報告
する。

①①

　罰則を適用する不法な行為に対し提示すべきカードについて、次のように改めた。

　① 反則は、赤カードで示す。
　② 退場は、赤・黄カードを一緒に示す。
　③ 失格は、赤・黄カードを別々に示す。

※平成25年度 改修正項目「罰則を適用する不法な行為の種類と内容」第27条 第2項　

反則（赤）、退場（赤・黄一緒）、失格（赤・
黄別々）のカードが示された場合は「適用した
罰則等」の欄に、選手の場合はその選手番号を
チーム役員の場合はその記号を記録する。

（記号）監督：Ｃ、コーチ：ＡＣ、マネージャー：Ｍ、部長：Ｈ）

※平成25年度 改修正項目「軽度の不法な行為」第25条 第1項　

（記号）監督：Ｃ、コーチ：ＡＣ、マネージャー：Ｍ、部長：Ｈ）

①

主審が、ゲームキャプテンを呼んだ際、主審の
ところに行き、内容を確認する。

②

①

選手交代の要求があった時は、不当な要求でな
ければ、副審は吹笛をしてハンドシグナルを示
すが、その選手交代が明らかに遅れた場合は拒
否をして、遅延の制裁を与えるよう主審に合図
を送る。

①

副審が軽度の不法な行為に気づいた時は、主審
に報告する。



主　　　審 記　　　録副　　　審

試
合
終
了
後 ②

①

副審、記録員、線審とともに、試合後のミーテ
ィングを行い、試合についての反省を行う。

試合結果を最終結果欄に記入する。チームキャ
プテンに競技中に生じた抗議の内容を記載させ
ることができる。

主審、記録員、線審とともに、試合後のミーテ
ィングを行い、試合についての反省を行う。

②

① ①副審が確認をした記録用紙を、再度確認してサ
インをする。（誤りの訂正は記録員が行う）

記録用紙が完成したら、記載された内容に間違
いがないかを確認してサインをする。
（誤りの訂正は記録員が行う）

記録用紙は、オリジナルを主催者が保管する。

記録用紙を完成させ、記録員自らがサインをし
た後、副審・主審の順で確認のサインを採る。

③

②



【試合中のプレーの判定】

自分のリズムを作り、１つ１つのプレーを瞬間
的に目の動きを止めてボールを注視することが
大切である。

ラリー終了後、選手がネット越しに威嚇行為や
挑発行為をしていないか注視する。

支柱カバーの種類によって、同じ立ち位置でも
死角の範囲が変わってくるので、必ず試合前に
支柱カバーによる死角が出来にくい位置取りを
確認しておく。

ラリー終了後、両チームの選手がネットをはさ
んで暴言や威嚇行為をしていないか注視する。

①

ハンドシグナル

基本的な位置の取り方

第33条 公式ハンドシグナル

ルールブックP.54

審判員の公式ハンドシグナル

①

ルールブックP.56～ 

⑤

第7図

④

⑥

③

②

基本的には、ボールに身体を正対させて見る。
ボールのあるサイドにボール１個分位身体を移
動させるが、極端に横へ移動しない。

目の位置は、両アンテナを結んだ線上に置くこ
とを基本として、プレーに応じて、上下、左右
に移動するが、極端な移動はすべきでない。

ネットから離れたアタックプレーは若干アタッ
カー側に身体を移動してアタッカーのプレーと
ブロッカーの手とボールが視界に入るようにす
る。目の位置が低くなるとワンタッチボールや
次のプレーを見るタイミングが遅れる。アタッ
カーから目を離すとホールディングの反則の見
逃しがあるので注意する。

肩の力を抜いて、プレーの１つ１つを確認する
が、特にネット際等、反則が起こりやすい所で
は集中する。

⑥

③

②

④

⑤

記　　　録副　　　審

② 副審が主審を補佐する際は、主審と目が合った
ときに胸の前で小さくハンドシグナルを送る。
主審が副審の判定を受け入れないときは、強要
するべきではない。

① 副審が吹笛してラリーを止めたときは、副審が
先にその反則のハンドシグナルを示し、反則し
た選手を指す。ポイントのハンドシグナルは主
審に追従する。主審が吹笛したときは、ハンド
シグナルは出さずラリーに負けたチーム側へ移
動する。

③

各セットの最終ポイントが入ったら、記録用紙
の該当するポイントを消し、直ちにゲームセッ
トのハンドシグナルを副審に示す。

主　　　審

③

②

①

ハンドシグナルは、観衆にわかりやすいように
１つ１つ区切って行う。吹笛と同時にハンドシ
グナルを示すことは避けなければならない。

判定の際には、副審と目を合わせる必要がある。

④

公式ハンドシグナルを使用し、明瞭に間をあけ
て説得力のあるハンドシグナルを示す。競技参
加者、役員、観衆、ＴＶ視聴者にもその反則が
何であるか理解させることが大切である。

判定の際には、主審と目を合わせる必要がある。

④ プレーボールのハンドシグナルと吹笛は平成２
７年度よりルールブックから削除された。

①

ゲーム中は、主審と目を合わせる必要がある。
また、副審のハンドシグナルが支柱や選手の陰
になって見えないケースがあるので、主審の見
える位置に移動する。

ゲームの流れを考えながら、チームベンチから
のタイムアウトや選手交代の要求に即時に対応
する。

プレーに応じて、アンテナの上端からネットの
下部までが視界に入る位置で静止して見る。
支柱から離れ過ぎるとアンテナ外通過の判定の
際、位置取りが遅れるので注意する。
主審側での攻撃のときは支柱付近に位置する。

アンテナ外通過のボールやその可能性があるプ
レーはアンテナ近くに位置し、ボールのコース
を確認する。ただし、選手の邪魔にならないよ
うに注意する。

常に次のプレーに対応して動けるようにする。
プレーされる位置により若干前後左右に移動し、
判定するときは必ず静止して見る。また、選手
の邪魔にならない位置取りをすること。



記　　　録副　　　審主　　　審

誤ったサーバーがサービスを行ったことを確認
したら直ちに「ブザー」等で主審、副審に知ら
せる。副審に「○番が打つところ○番が打ちま
した。次のサーバーは○番です」と正確に伝え
て下さい。

②

①サービス順の誤りを知らせる記録員のブザーを
確認したら、片方の手を上げ、吹笛をしてラリ
ーを止める。（ラリーが止まらない時は再度吹
笛して確実にラリーを止める）

サービス順を誤ったチームのゲームキャプテン
を呼んで、「○番が打つところ○番が打ちまし
た。次のサーバーは○番です」と伝える。

①

もし疑わしいことがあれば、ゲームを止めて確
認をするほうが良い。（ブザーがない時は口頭
で副審に知らせる）

③

誤ったサーバーがトスして打たなかった場合は、
別のサーバーに代わって第２サービスを行うこ
とができるので、この場合、誤ったサーバーが
第２サービスを行ったら誤りを指摘する。必ず
打った後にブザーを鳴らすこと。

そのセット終了の吹笛後に発見された場合は、
次のセットのサービス順の訂正のみとし、その
セットの得点は有効とする。

相手チームのサービス開始後に発見された場合
は、誤ったサーバーのサービス中に得たそのチ
ームの得点だけが取り消され、相手チームに１
点が与えられる。

②

すべてのラリーにおいて、第１サービスで始ま
ったラリーなのか、第２サービスで始まったラ
リーなのかを主審と共に確認しながら試合を進
める必要がある。
（解説は主審と同じ）

①

⑤

④

⑧

サービス許可の吹笛のタイミングはラリー終了
からサービス許可の吹笛までの時間が６秒から
８秒以内を目安とする。主審のサービス許可の
吹笛後、８秒以内にボールを打たなければ、８
秒ルールが適用される。

すべてのラリーにおいて、第１サービスで始ま
ったラリーなのか、第２サービスで始まったラ
リーなのかを確認しておく必要がある。第２サ
ービスで始まったラリーの途中で選手の負傷な
ど、片方の手を上げてラリーを止めた場合、第
２サービスでゲームを再開する。

⑥

誤りが確認されたときは改めて吹笛をし、公式
ハンドシグナル「サービス順の誤り」を示し、
サービス順を誤った選手を示す。

③

②

①サ
ー

ビ
ス
時
の
判
定

サービス許可の吹笛

②

①

④

③

④

⑦

ルールブックP.40

②

サービス順の誤り

第23条 第5項

⑥ サービス時の反則（８秒ルール、フットフォル
ト）を確認する。

③

④

サービス許可の条件は、サーバーがボールを保
持していること。両チームの選手の位置、副審、
線審、得点等を確認する。

ボールが副審の後方を通過した時は、吹笛をし
てシグナルを示す。

サイドアウト後、相手チームのサービスが打た
れる前に発見された場合は、その誤ったサーバ
ーのサービス中に得た両チームの得点を取り消
し、相手チームに１点を与える。（これは、そ
の誤ったサーバーのサービス中に得た得点と、
相手チームがサイドアウト時に得た１点も取り
消され、改めて相手チームに１点が与えられる
ことである）

記録員とサービス順の誤りを確認する。（副審
は必ずサービスオーダー票と記録用紙を見て確
認する）

③

吹笛の前に両チームベンチ（監督）を見て、競
技中断の要求の有無を確認する。

大観衆の中では少し長めに強く吹笛をする。

⑤

ボールが副審側のアンテナに触れた時、アンテ
ナ外を通過した時、またはアンテナ外側のネッ
ト・ロープ・支柱に触れた時は吹笛をしてシグ
ナルを示す。

副審側のサイドラインからサービスをする場合、
支柱より内側に入り、サーバーのフットフォル
トを監視する。ただし、レシービングチームの
選手がコートの外にいるときは、選手の邪魔に
ならない場所に位置する。

サービス順を誤ったサーバーがそのサービス中
に発見された場合は、試合を直ちに停止して、
そのサーバーのサービス中に得た得点を取り消
し、相手チームに１点を与えて、サービス権を
移行する。

主審の吹笛後、サービスを行う前にサービス順
が間違っていることにチーム内で気づき、別の
サーバーと代わる行為は、反則を科さずに代わ
ることを認める。この場合、８秒以内にサービ
スを行わなければならない。

 ア

 イ

サーバーを確認する時は、最初に記録用紙でサ
ーバーの番号を確認して、次に実際のコート上
のサーバーの番号を確認する。（大きく指すこ
とはしない）

記録用紙で得点とサーバーを確認する。

ボールが主審の後方を通過した時は、吹笛をし
てシグナルを示す。

主審のサービス許可の吹笛後は、サービスの反
則に注意して、特に副審側のサイドラインの延
長線上を踏み越したフットフォルトは吹笛をし
てシグナルを示す。

副審側のサイドライン付近からサービスをしな
い場合は、支柱の後方に位置し次のプレーに素
早く対応できる位置取りをする。

両チームのチームベンチを確認した後は、主審
のサービス許可の吹笛までに、レシーブ側のサ
イドラインに平行して位置する。

②

①競技中断の要求がないかを注意し、ベンチコン
トロールをする。



記　　　録副　　　審主　　　審

⑤

①

①

サービスボールがライン際に落下した場合は、
自分でアウトかインかを確認してから、線審の
フラッグシグナルを確認し、最終判定をする。

④

オープンアタックは高い位置から広い視野で見
る。アタッカーとブロッカーとボールを視野に
入れる。アタッカーのホールディング、ブロッ
カーのワンタッチボールやタッチネット、また、
ブロックに当たったボールが跳ね返ってアタッ
カーに当たるケースを頭に入れておく。

アタッカーがボールをヒットする時は必ずアタ
ッカーのプレーを見て、アタッカーの反則、ア
タックしたボールのコースを確認すること｡

サービスボールが速いときは、レシーバーに微
かに触れていくケースに注意をする。

サービスボールがネットインかどうかは、やや
目線を下げて手の感触と目で見て確認をする。

②

ブロッカーのタッチネットは、ブロッカーが移
動する時や、着地と同時の際に見逃しがあるの
で、静止してネット際を注視する。

ネット際に選手がいなくなったら、ボールを見
て次のプレーに備える。

ジャンプトスをしようとしたが、ボールが高く
トスができず、相手コートに返ったボールを相
手選手が直接アタックした時、トスをしようと
してネット上端より高い位置に残っていた手に
ボールが当たった場合はブロックとみなす。

副審サイドでのアタックの時は、アンテナも視
野に入れる。タッチネット、ブロッカーのワン
タッチだけでなく、ボールがアンテナに当たる
ケース、ブロッカーによるアンテナへのタッチ
ネットの反則が起こることも頭に入れて位置取
りをする。

主審を補佐するため、サービスボールがネット
やアンテナ等に触れていないか確認する。（副
審側のアンテナに触れるか、許容空間外側を通
過したときは吹笛をする）

攻撃のプレーを読んでポジショニングをして、
必ず静止してネット際を見る。

ネットとブロッカーを視野に入れて、特にタッ
チネット、そしてブロッカーのワンタッチボー
ルを見るためネット際を集中して見る。

サービスボールがネットを越えたら、素早くブ
ロック側のコートに移動し支柱近くに位置する。

②

③

④

②

②

①

①

アタック時

サービスおよび
サービスレシーブ時

③

②

サービスレシーブされたボールをセットアップ
するとき、セッターが誰にトスを上げるのかを
読む。（第１球目のレシーブの反則はほとんど
ないので、ボールを目で追いながら次のプレー
に早く対応できるようにする）

①

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄクイック等はトスがネット際に
上がるので、ボールを見ながらネット上に目線
をおき、セッター・アタッカー・ブロッカーの
オーバーネットの有無を確認する。また、タッ
チネット、ブロッカーのワンタッチの有無も確
認し、レシーバーのワンタッチとライン判定を
する。（プレーを先読みすること）

必ず静止して見ること。基本的には、両アンテ
ナの延長線上に目線をおき、左右の動きはボー
ル１つ分ぐらいとし、オーバーネットの判定と
次のプレーへの対応のために横に出過ぎない。

④

②

①

③

③

ブロックのような体勢であっても、明らかにパ
スやトスをする行為はブロックとみなさない。
それ以外はブロックとみなす。

タッチプレーは、ボールと手が接触するところ
に目を残し正確な判定をする。

ブロック時

プレーを読んでポジショニングをする。
（セッターがＡ、Ｂ、Ｃ等どこにトスを上げる
か、どのアタッカーが打つのか、ブロックは誰
々がするのか）

ブロック側で静止してブロッカーとネットの間
に視点を置きネット際を見る。ブロッカーの手
からネットを視野に入れる。
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③

主審、副審はブロッカーのワンタッチの責任範
囲を明確にするために、試合前のミーティング
で打ち合わせておく。

ワンタッチの補佐のシグナルを送ることに気を
取られ、アンテナ外通過を判定するための位置
取りが遅れることがあるので注意する。ワンタ
ッチ後のボールの方向から目を離さず、もし、
そのボールがアンテナ付近に飛んできた場合は、
アンテナ外通過の判定を優先させる。

目の位置が低くなり過ぎるとワンタッチが見え
にくくなるので自然体で見ると良い。

判定（ハンドシグナル）を早く出しすぎて、後
から副審、線審の判定を見て判定を覆すことは
絶対に避けなければならない。

判定の際には実際に手や指先に触れたか否かの
事実をしっかりと確認する。判定の際には、副
審や関係する線審を確認してから選手が“ワン
タッチ”とか“ノー、ノー”と言う声に惑わさ
れることなくタイミング良く最終判定を下すと
説得性がある。

④

③

ブロックのオーバーネットの判定のしかたは、
ボールと手の接点がネット上端の白帯のふくら
みを越えているかどうかを確認する。ネット上
に目線を残す気持ちでボールを見ると良い。吹
笛のタイミングはオーバーネットの反則があっ
た瞬間である。

②

ネット際で相手チームへの返球の時、ブロック
のような動作で行う場合はホールディングの反
則が起こることがあるので注意をする。

①

ブロッカーのワンタッチで主審から見えにくい
コースは、ブロックの間と副審サイドであるこ
とを理解する。（副審と目を合わせ、線審と協
力する）

アタッカーがジャンプした後の体の向きやボー
ルを打とうとしている手の動き（プレー）、ボ
ール、ブロッカーの手を視野に入れて、ワンタ
ッチがある瞬間に目を止めて見る。また、ボー
ルがどの方向に飛んでいっても目が遅れないよ
うに、全体を視野に入れておくことが大切であ
る。ワンタッチを見るためにアタッカーから早
く目を離してブロックに集中し過ぎると、アタ
ッカーの反則に対応できず、ボールのコースも
確認できないので、逆にワンタッチが確認でき
ないケースがあるので注意する。

②

⑤

⑥

ワンタッチの判定 ①

⑤

④

③ブロック時

⑤ 主審、副審はブロッカーのワンタッチの責任範
囲を明確にするために、試合前のミーティング
で打ち合わせておく。

④

ブロッカーのワンタッチで副審から見えにくい
コースは、ブロッカーの指先とブロックの間で
あることを認識しておくこと。また、ブロッカ
ーが手のひらを上に向けるようなブロックの時
や、手のひらに上からボールが当たるケースも
副審から見えにくいことがあるので注意する。

主審が補佐を求めたとき（主審と目が合ったと
き）、ワンタッチを確認できたときは、胸の前
で小さくシグナルを送る。ワンタッチが確認で
きなかったときはシグナルは出さない。ブロッ
クに当たった後、明らかに打球のコースが変わ
るようなワンタッチまで補佐のシグナルを送る
必要はない。打球のコースもスピードもほとん
ど変わらないような微かにブロックに触れてい
くワンタッチをしっかり補佐する。しかし主審
が採用しないものは強要しない。

副審側のワンタッチは、主審から見えにくいコ
ースがあることを理解し、補助できるよう確認
をする。

レシーバーのワンタッチについては、選手の陰
に隠れてワンタッチが見えないケースがあるの
で線審の判定を尊重すべきである。また、アタ
ックボールがブロックに当たり、速いスピード
で跳ね返り、再びアタッカーに当たる時は、主
審、副審サイド共に見にくいケースが多い。主
審サイドは距離が近いうえに速いスピードのた
めに見逃しやすいことがあるので、線審を確認
することが必要である。



記　　　録副　　　審主　　　審

ネットプレーのインターフェアを判定する際は、
ネットの真上から見るのではなく、ネットプ
レーをしようとしている選手側からネット越し
に相手チームのネット際の選手の動きが確認で
きるところに目を置くようにする。その時、目
の高さも若干下げた方が良い。

ネットプレーのインターフェアを判定する際は、
ブロック側のネット際にいる選手とネットの間
に目を置いて、ブロック側の選手の動き、身体
や腕の位置およびネット越しにボールに当たっ
ていないかを確認する。主審から確認しにくい
位置（副審側等）でのプレーのときは、副審が
的確に補佐をすること。

②

⑦ ⑥

②

①

タッチネット

⑧

ワンタッチの判定

①

②

アタッカーの打球がネットの白帯に当たった後
にブロッカーに当たったのか、または白帯に当
たるのと同時にブロッカーに当たったのか、白
帯のみに当たりブロッカーには当たっていない
のか、の判定を正確に行う。ボール１個分を目
安にアタッカー側に目を置いてボールとブロッ
カーの接触の有無を確認する。微妙なケースや
副審側のプレーのときは、必ず副審を確認して
から判定をする。

ブロックアウトを狙うプレーは、ブロッカーの
手のサイドをかすかに狙って打ってくるので広
い視野で見る。そして、必ず副審、線審を確認
してから判定をする。

誰がタッチネットしたかを明確にする。（説得性）

⑤

④

③

ネ
ッ

ト
際
の
プ
レ
ー

の
判
定

インターフェアの判定

第20条 第3項

ルールブックP.37

第20条 第5項

ルールブックP.38

インターフェアかどうかは、ボールがネットに当たった際、ネット越しに相手方選手が故意にボールに
触れてプレーの妨害をしていないか、またネット下の侵入が相手チームのプレーの妨げになっていないか
を確認する。また、ネットプレーを予測して身体や腕をネットに近づけて動いていない場合も相手チーム
のプレーを妨害したことが明らかであれば反則となる。
※インターフェアのハンドシグナルは、次のとおり取り扱う。
「反則があった場所を（指で）指し、反則をした選手を（手で）示す。」

アタッカーおよびブロッカーが着地後に、プレーの流れで勢い余ってネットに触れた場合は、一連の動作
とみて反則とする。 アタッカーおよびブロッカーの着地と同時も、タッチネットの反則とする。

主審はタッチネットの判定をすべて副審に任せるのではなく、自分で確認した場合は判定しなければなら
ない。

アンテナ付近のブロックでは、ブロッカーがアンテナに触れたケースをアタックヒットのボールがアンテ
ナに当たった反則と間違えることがあるので注意する｡

⑥

アタッカーの打球がネットの白帯のみ当たり、
ブロッカーに当たっていないケースはアタッカ
ー側のオーバータイムスが成立する接触前に、
主審と目が合ったタイミングで補佐のシグナル
を送る。

タッチネットの反則は、インプレー中、選手がネットおよびアンテナに触れることである。ただし、ボー
ルをプレーする一連の動作中でないときに触れても、相手選手のプレーを妨害しない限り反則ではない。
例えば、ボールがコート後方にある時に、プレーに関係のないネット際の選手がネットに触れたようなケ
ースはタッチネットの反則ではない。また、アタックしたボールがネット上端のワイヤーに当たって、ネ
ットが大きく揺れてブロッカーに触れてもタッチネットの反則ではない。

ブロックの移動の時や、上り際にした大きなタッチネットの見逃しが多いので注意をする。
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②

④

第20条 第2項

第20条 第4項

ルールブックP.37

オーバーネットの反則があった瞬間に吹笛をす
る。遅れるとチームが不信感を持つ。また、判
定基準にバラツキがないよう一定の基準で判定
することが重要である。

①

ボールが相手コートに向い、ネット上を通過す
る瞬間は、目線の位置をネット上に置いて、ブ
ロッカーの手とボールの接点をしっかりと見る。
ボール１個分を目安にアタック側に視点を置く
と良い。

⑤

２人以上のブロックの場合、ボールに触れたブ
ロッカーがオーバーネットしているかどうかを
確認することが重要である

⑥

ネ
ッ

ト
際
の
プ
レ
ー

の
判
定

③

①

②

オーバーネット

ルールブックP.36

ネット上での同時プレー 両チームの選手がボールを押し合い、ネット上
でボールが完全に静止したときは、その瞬間に
吹笛して、ダブルファウルとしてラリーをやり
直しする。（第１サービスで試合を再開する）
また、同時接触後、そのボールがアンテナに当
たった時も同様である。これらの場合、吹笛の
タイミングが大切である。

④

③

ネット上での接触が、同時なのか時間差がある
のかを正確に判定すること。同時接触に見えて
も、僅かな時間差があるケースがほとんどであ
る。

オーバーネットの判定基準は、ネット上部の白
帯のふくらみを越えて相手コート上でボールに
触れることである。ボールに触れる位置がどこ
であるかが大変重要である
ルールブックP.37 第4図参照

オーバーネットは確信をもって確認できたもの
だけを反則とすること。見る位置、ボールに接
触した後のフォローの手の動きなどによっては
反則に見える場合があるので、誤った吹笛をし
ないよう十分注意すること。

ブロックだけではなく、セッターやアタッカー
など、攻撃側の選手がネットを越えてボールに
接触していないか確認する。

ネット上で同時接触後、そのボールがコート外
に落ちた場合、ネットを基準にボールの反対側
の選手が最後に触れたものとし、落ちた反対側
のチームの反則とする。

瞬間的に判定を下さなければならないので、吹
笛を強く、ハンドシグナルを少し長めに出すこ
とによって、競技参加者、役員、観衆、ＴＶ視
聴者に対して説得力がある。説得力とタイミン
グが大切である。
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④

ブロックされたボールがネットにかかって、同
一選手がボールに触れてもドリブルではない。
正確に見ることが必要である。

①主審側のアンテナにボールが当たった場合は、
当たった瞬間に吹笛をすること。

ブロッカーがアンテナに触れるケースはタッチ
ネットである。ボールに集中し過ぎて、判定が
反対になることがあるのでブロッカーの手とア
ンテナを広い視野に入れて正確に判定をする。

アンテナ付近でボールがネットの上端に当たっ
たのか、アタックしたボールがアンテナに当た
ったのか、ブロックしたボールがアンテナに当
たったのか、選手がアンテナに触れたのか、な
ど判定が非常に難しくなる場合があるので、自
身でしっかり確認して正確な判定をする。必要
に応じ副審、線審を確認して最終判定をする。

副審側では、副審は支柱から１ｍ～２ｍ離れ、
アンテナ上端からネット下段のアンダーロープ
までが視界に入るようにする。アンテナに絡む
正確な判定を行うため、支柱から離れ過ぎるこ
とは避けなければいけない。

試合前にミーティングで、ボールがアンテナに
当たるケースの判定方法を確認しておく。その
際は選手がアンテナに触れるケースも想定する
こと。

③

②

主審側のアンテナ外通過は、線審を確認する。
しかし、アンテナ外通過およびアンテナ上方通
過の場合は、判定をした線審の位置が適正でな
いと判断した時はその判定を受け入れるべきで
はない。

主審側のアンテナ外側のネット、ロープ、ワイ
ヤー、支柱、審判台にボールが当たった場合は、
当たった瞬間に吹笛をすること。

アンテナ外通過および
ボールがアンテナ外側
の物体に当たるケース

①

主審側のアンテナ外側（ネット上またはネット
の延長線上）をボールが完全に通過した瞬間に
吹笛する。

ブロックした選手が続けてそのボールに接触し
てもドリブルの反則にはならない。ただし、こ
の場合の接触回数は２回となる。（同一選手が、
連続して３回触れた場合はドリブルである）

相対するチームのブロッカーＡ・Ｂの手にボー
ルが同時に接触した後、Ａ・Ｂいずれの選手が
再びプレーをしてもドリブルではない。この場
合、ブロック後のボールへの接触は、１回目と
なる。

タイミングの差はほとんどないが、同時接触で
はない時は、アタックのはじき出す行為によっ
てブロックサイドのコート外にボールが落ちた
場合には、アタックの勝ちとする。

④

③

ネ
ッ

ト
際
の
プ
レ
ー

の
判
定

ブロック後のボール接触
に関する判定

ボールがアンテナに当
たるケース

①

①

③

③

②

④

②

②

アンテナ付近でのプレーの場合副審は、アタッ
クされたボールのコースを確認したうえで、ブ
ロッカーとアンテナを視野に入れ、ブロック側
の反則を主に監視する。ブロックしたボールが
アンテナに当たるケース、ブロッカーがアンテ
ナに触れるケースを正確に判定する。逆にブロ
ック側のチームの反則がないことを確認できれ
ば、アタックしたボールが直接アンテナに当た
るケースも確信を持って判定できる。

副審側のアンテナ外側のネット、ロープ、ワイ
ヤー、支柱にボールが当たった場合は、当たっ
た瞬間に吹笛をすること。

副審側のアンテナにボールが当たった場合は、
当たった瞬間に吹笛をすること。

副審側のアンテナ外側（ネット上またはネット
の延長線上）をボールが完全に通過した瞬間に
吹笛する。

ブロッカーがアンテナに触れるケースはタッチ
ネットである。

①

副審側のアンテナ外通過の場合、副審は選手の
邪魔にならないようにアンテナ付近まで動い
て必ずボールのコースに入って判定をする。

②

③
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トス

左右に動いてのパスや、早いボールを処理するケースにホールディングが起こりやすいので注意する。ま
た、手のひらで“パン”と当てることは反則ではないが、指が引っかかるケースや、手のひらに乗せて運
ぶケースはホールディングの反則である。

身体の前を横切ってボールをキャリーしてパスをするプレーは、ホールディングの反則である。

全てのプレーのハンドリング基準は同一である。

オーバーハンドの反則は、左右の手のバラツキおよび指先から手の平に当たるケースである。

シングルハンドトスに対してのハンドリング基準は、指と手の平との間にバラツキがあるプレー、手の平
で転がるようなプレーはドリブル。手の中で止めるプレー、肘で押しあげる２段モーションのプレー、投
げるようなキャリーの長いプレーは、ホールディングである。ただし、指先だけにボールが当たるプレー
は反則ではない。

③

ボールが腕の上で止まったり、手の平で止まったり、指が引っかかったプレーは、ホールディングの反則
となる。また２回目・３回目のプレーで、ボールが身体の数箇所に連続して接触すればドリブルの反則と
なる。

チームの１回目の打球のとき（第１０条第１項、第１５第４項１）、ボールが身体の数箇所に連続して接
触しても、それが一つの動作中に生じたものであれば許される。

ボールと手が接触する瞬間をよく見て判定をする。（プレーの形にとらわれないこと。）

疑わしきは吹笛をしない。しかし、最近のハンドリング基準について若干の幅があり過ぎるとの指摘があ
る。審判台から見るのと、チームベンチから見るのと、役員席から見るのとでは、見る位置によってハン
ドリング基準の違いが出る。したがって、誰がどこから見ても反則のプレーは確実に吹笛できるようにハ
ンドリング基準を確立することが必要である。

④

ボールと手が触れる瞬間だけを見て判定をすること。フォームや音に影響されて判定をしないこと。ただ
し、ファインプレーのボールハンドリングはゲームの流れを大切にした方がゲーム運営には良い。

ゲームの流れを大事にして、ハンドリング基準が厳しくなりすぎないように心掛ける。

ボールハンドリング

③

①

ボ
ー

ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

②

オーバー

アンダー

⑤

③

②

①

①

①

③

②

② 胸の前からバックに上げるトスおよび、頭の後ろから前へ上げるトスなどは、ホールディングになること
が多いので注意して判定する。また、潜り込んでトスを上げるプレーや、ネット際に走っていってトスを
上げるプレーは、左右のバラツキによるドリブルになることが多いので注意して判定する。

ボールがブロッカーとネットの間に吸い込まれてしまうプレーでも、次のプレーがブロック後の最初のプ
レーである時は、一連の動作中であればドリブルの反則にはしない。ボールが身体に静止してしまうプレ
ーはホールディングの反則となる。しかし、プレーの形にとらわれないで、明確にボールが身体に静止し
た場合のみ反則とするべきである。

ホールディングの判定は、手の中に止まるか、キャリーの長いプレーは反則である。しかし一連の流れの
あるプレーは反則とすべきではない。タメを作るために肘や手首を使って引き込むプレーは、どこでボー
ルを捕らえ、いつ離したかを見極めて判定しなければならない。
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①①

パンケーキ

ネット際で選手のタッチネット等の反則がおこ
りそうなケースは、ネット際の判定を優先させ、
ネット際で反則がおこりそうでない場合は、パ
ンケーキの判定を補佐する。

ボールが床に落ちたことを主審が確認できず、
吹笛できない場合、副審が吹笛し判定をする。
（確実にボールが床に落ちた場合に限る。）

審判の判定が遅れれば、アピールの原因となる
ので、タイミング良く判定をする。

②

主審が確認できなかったときは、吹笛し判定す
る。

不当な要求があった場合は拒否をして、記録員
に不当な要求があったことを告げ、記録用紙に
記載させる。

（左記１・３は、ラリー終了後）
（左記２・４・５は、その時に）

不当な要求は、下記の５項目である。

ボールが床に落ちた瞬間に短く吹笛をする。ま
た、ライン際の判定については、強く吹笛をす
る。

ライン判定は、審判台からイン、アウトの判定
基準を持ち、まず最初に主審が判定し、その後
に担当の線審を素早く確認して、最終判定をす
る。

主審は、タッチプレーの判定に関して、プレーの先を読んで、その選手の手とボールの接点に目線を残し
て判定をする。

　3．インプレー中の要求

ボールイン、ボールアウト

ボ
ー

ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

タッチプレー 次のようなプレーが反則と考えられる。
プレーを言葉で表現することは難しいが、トレーニングを積んで判定基準を確立する。
　a　ボールを長く引っ張るプレー
　b　ぶら下がりながら引き下ろすプレー
　c　ネットの低い位置からいったん持ち上げて相手コートに投げ降ろすプレー
　d　ボールのコースやスピードを２段動作で変えるプレー

②

①

不当な要求

③

物体利用のプレー

④

②

①①

試合前に合図のしかたについて、審判団で念入
りに打ち合わせておく必要がある。

主審は目の位置を下げて見る。確認できないと
きには、副審、線審を確認してから吹笛すべき
である。

②

　1．主審のサービス許可の吹笛と同時かその後の要求

①

もし、線審の判定が間違っていれば、片方の手
で軽くおさえる動作をしてから判定を覆さなけ
ればならない。タイミングよく線審をおさえて
から最終判定を示す。

②

①

①

競技場内で物体（審判台や支柱等）を利用した
り、味方の選手を利用してプレーをすることは
反則である。

　5．要求する権利のない競技参加者がした要求

　4．規定回数を超えた要求

副審が確認できなかった不当な要求は、主審が
拒否をして、その内容を副審に伝える。

　2．第１サービスと第２サービスの間の要求

競技場の外側では、物体（チームベンチ、フェ
ンス等）や観客席に上がってプレーしても許さ
れる。

①

不当な要求を拒否した時は、「適用した罰則等
」の欄の不当な要求の当該チームに×印を付け
る。



【競技の中断に関する技術】

※2

②

①

●ラリーがノーカウントになった後や、ラリーを止めて罰則を適用したとき（得点を伴わない場合）は、中断の要求は出来ない。

タイムアウト中に必ず主審と目を合わせ、主審
からの要求の有無を確認する。

タイムアウト中に記録用紙を確認し、記録員が
任務を遂行しているかをコントロールする。試
合前に、主審と記録用紙の最低限のチェックポ
イントを決めておくと良い。

③

タイムアウトを記録し、その回数を統御する。
また、その都度タイムアウトの回数を副審に知
らせる。

①副審がタイムアウトのハンドシグナルを示し吹
笛したときは、主審は吹笛しないでハンドシグ
ナルを示し、要求したチームを示す。

公式ハンドシグナルを示しながら許可の吹笛を
し、その後要求したチームを示す。（主審が吹
笛したときは、副審は吹笛しない。）

※1

タイムアウト

④

①

主　　　審 記　　　録

●監督またはゲームキャプテンが公式ハンドシグナルを用いてタイムアウトを要求していることを確認する。

副　　　審

タイムアウト中に記録内容の確認および場内の
得点掲示板の点数を確認する。

副審に次のサービスチームおよびサーバーの番
号を伝える。

２回目のタイムアウトの時は、３０秒の間に主
審にその回数を報告する。

②

ルールブックP.29

第12条

⑦

何らかの事情により副審がタイムアウトの要求
に対応できない場合およびタイムアウトの要求
に気付かない場合は、主審が吹笛しハンドシグ
ナルを示してタイムアウトを許可する。

④

タイムアウトの要求が不当な要求の場合は、副審は吹笛しないで拒否をする。
（詳細は、９人制実技マニュアルP．13「不当な要求」参照）
もし副審が間違って吹笛した場合でも、ゲームが遅れていなければ「遅延」とはしない。

サイドを示した後、時計を見て３０秒間の計時
に入り、チームからボールを受け取る。

②タイムアウトの計時は、副審の責務ではあるが、
主審も計時することが望ましい。

③ タイムアウト中、両チームの選手がチームベン
チ近くに位置しているかなど、両チームの行動
を注視する。また、副審・記録員・線審の状況
も確認すること。

２回目のタイムアウトの時は、要求したチーム
の監督（監督不在の場合はゲームキャプテン）
にその回数を通告する。

⑥

３０秒後、副審が吹笛をする。
タイムアウト終了の吹笛後、チームが速やかに
コートに戻るかどうかも確認する。戻らない場
合は、副審が軽く吹笛してコートに戻るようチ
ームを促す。

選手がチームベンチ近くにいるかどうか確認を
する。フリーゾーンの広さにもよるが、サイド
ラインから３ｍ以上空けてチームベンチ近くに
いることが望ましい。副審がすぐに記録席に行
ってしまうと両チームの選手がチームベンチ近
くに行っているか見えないので、適切な位置で
チームをコントロールする。

⑤

⑤

タイムアウト終了の吹笛後も、コートに戻らず
タイムアウトを長引かせる場合は、「試合の遅
延」として処置する。セット間も同様である。

⑧

③

タイムアウトの要求はチームの権利である。
審判がチームに対してタイムアウトを要求するよう強要してはならない。
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第13条

① ①

⑤

⑦

②

⑥

②

① 選手交代のときは、コート内の選手と交代選手
が正しい組み合わせの交代であるか記録用紙を
見て確認する。

※1 選手交代の要求が不当な要求の場合は、副審は吹笛しないで拒否をする。
（詳細は、９人制実技マニュアルP．13「不当な要求」参照）
もし副審が間違って吹笛した場合でも、ゲームが遅れていなければ「遅延」とはしない。

※2 選手交代の要求はチームの権利である。
審判がチームに対して選手交代を要求するよう強要してはならない。

選手の負傷で例外的な選手交代を行うときは、
その内容を特記欄に記入する。④

交代の組み合わせが正しければ、副審と目を合
わせ、片方の手を上げ交代できる組み合わせで
あることを副審に伝える。もし、交代が誤った
組み合わせの場合は、副審と目を合わせ、胸の
前で左右に手を振り、交代できない組み合わせ
であることを副審に伝える。

記録員の両手が上がるのを見て、主審に向かっ
て両手を上げ選手交代が問題なく完了したこと
を知らせる。

③

３回目および４回目の選手交代の時は、その回
数を、先に主審に報告し、その後、要求したチ
ームの監督（監督不在の場合はゲームキャプテ
ン）にその回数を通告する。

記録用紙の該当欄に交代選手番号を記入し、記
録が完了したら両手を上げ副審に合図を送る。

④

⑤

③

③

②

選手交代のときは、選手に触れないこと。

何らかの事情により副審が選手交代の要求に対
応できない場合および選手交代の要求に気付か
ない場合は、主審が吹笛しハンドシグナルを示
して選手交代を許可する。

副審が選手交代のハンドシグナルを示し吹笛し
たときは、主審は吹笛しないでハンドシグナル
を示し、要求したチームを示す。

●監督またはゲームキャプテンが公式ハンドシグナルを用いて選手交代を要求していることを確認する。

選手交代を要求した際に、交代選手がジャージ
等を脱いで遅れるケースは、試合の遅延として
処置する。

同時に２組の選手交代の要求があり、うち１組
の要求が誤ったもので訂正できないときは、そ
の組み合わせの要求は拒否する。（正規の交代
の組み合わせについては許可する。また、その
要求が２回目の不当な要求に該当する時は「試
合の遅延」として処置する。）

●ラリーがノーカウントになった後や、ラリーを止めて罰則を適用したとき（得点を伴わない場合）は、中断の要求は出来ない。

選手交代

ルールブックP.29

選手交代の記録が完了したら、その回数を副審
に知らせる。

選手交代のトラブルを未然に防ぐ意味でも、主
審も交代選手と被交代選手の番号を記憶するよ
う心掛ける。

交代できない誤った組み合わせの要求であって
も、正しい交代選手に訂正できる場合は、罰則
は適用しない。

公式ハンドシグナルを示しながら許可の吹笛を
し、その後要求したチームを示す。（主審が吹
笛したときは、副審は吹笛しない。）要求した
チームのサイドライン上（コート中央から約３
ｍの位置）に移動し選手交代をコントロールす
る。このとき記録員と目を合わせ、記録員の片
方の手が上がったら速やかに交代させる。



主　　　審 記　　　録副　　　審

ルールブックP.28

第11条

最後のサーバーの得点を○で囲む。

両チームの得点を各セットの結果欄に記入する。

両チームの監督（監督不在の場合はチームキャ
プテン）から申し出のあった、セット間の選手
交代を確認し、正しければ記録用紙に次のセッ
トのサービス順を記入し、控えの選手番号はＳ
欄に記入する。ただし、例外的な選手交代等に
より、次のセットに出場できない選手の番号は
記入しない。また、認められない交代であるこ
とを確認したときは、副審を通して当該チーム
の監督にその旨伝え、交代を訂正させる。

⑥

④

②

両チームベンチやウォームアップをしている選
手を注視し、必要に応じコントロールする。

⑤

両チームの監督（監督不在の場合はチームキャ
プテン）にセット間の選手交代を確認する。こ
の際、必ずサービスオーダー票を確認しながら、
監督の申し出を聞くこと。問題がなければ、
その内容を記録員に伝える。

④

⑥

次のセットのサービス開始チームを○で囲む。

③ ③ 記録員が任務を遂行しているかをコントロール
する。特に、次のセットの最初のサービスチー
ム、セット間の選手交代、および次のセット両
チームのサービス順が正しく記入されているか
必ず確認すること。

①

両チームの得点欄の消し残りの数字を消す。

最初のサービスチームが正しく、試合を開始で
きる状況であれば、再度副審へＯＫの合図を送
る。このとき、サービス順が間違っていても、
指摘してはいけない。

⑨ 両チームのサービス順の確認が終わり、間違い
なければ副審へＯＫの合図を送る。

⑩ 副審へ次セットの最初のサービスチームを通告
する。

⑪

②

⑦

④

⑦ ２分３０秒後、吹笛して両チームの次セットの
先発選手をエンドライン上に整列させ、サービ
ス順を確認する。この際、記録員と同じチーム
を確認するが、声を出して読み合わせをしない。
副審はサービスオーダー票を見て、自分の目で
確認する。

ボールを保持し、チェンジコートをコントロー
ルできる位置取りをする。

エンドライン上に整列した次セットの先発選手
のサービス順を確認する。この際、副審と同じ
チームを確認するが、声を出して読み合わせを
しないこと。記録員は記録用紙を見て、自分の
目で確認する。

ルールブックP.30

●コートチェンジをコントロールする。（主審は全体を監視し、副審は次の項目が確認できる位置取りをする。）
　・エンドラインに整列した９人の選手は、それぞれの支柱の外側を通ってコートを替わっているか。
　・チーム役員・控え選手も、主審のコートチェンジのシグナルと吹笛でコートを替わっているか。
　・ベンチの荷物を移動するための人数が足りない場合、荷物を移動させるためコートチェンジしない選手が最小限であるか。
　　また、チームベンチに荷物を置き忘れていないか。　等

第13条 第2項

⑤

⑨

⑩

記録員のサービス順確認ＯＫの合図を確認し、
主審へ副審・記録員ともサービス順の確認が終
わった旨の合図を送る。

⑧

主審と目を合わせ、最初のサービスチームを確
認し合い、最初のサーバーへボールを送る。

⑦

記録員が必要事項の記入を完了し、次のセット
を開始できる状況になっているか確認する。

主審とアイコンタクトを取り、必要に応じ主審
からの要求に応える。

再度、記録員のゲーム開始ＯＫの合図を確認し、
主審へ合図を送る。

サービス順の確認を副審と記録員だけに任せる
のではなく、主審も可能な範囲で確認する。エ
ンドラインに整列している選手の中にチームキ
ャプテンがいない場合は、ゲームキャプテンを
確認し、副審にその番号を伝える。

副審および記録員のサービス順確認完了の合図
を確認し、吹笛をして選手をコートへ入れる。
副審が最初のサーバーへボールを送る前に、必
ず副審と目を合わせ、お互いに最初のサービス
チームを確認すること。

⑤

セット終了の時刻を記入する。

●セット間の中断（３分間）の計時をする。副審の責務ではあるが、主審も計時をすることが望ましい。

①

セット間終了の副審の吹笛により、両チームが
速やかにエンドラインに整列しているか確認し
、必要に応じコントロールする。

②

線審・点示員とアイコンタクトを取る。試合前
のミーティングにおいて、セット間でも目を合
わせることを事前に伝えておくこと。またセッ
ト間に線審を呼んで指導する必要がないよう試
合前に入念に打ち合わせをしておくこと。ただ
し、主審がやむを得ない状況であると判断した
場合は、その限りでない。

副審とアイコンタクトを取る。
次のセットのゲーム運営のために、どうしても
伝えなければならいことがあれば副審に伝え、
ゲームの再開までに問題を解決すること。

⑥

⑧

セット間の手続き

①両チームベンチやウォームアップをしている選
手を注視し、必要に応じコントロールする。

すべての状況（線審・点示員・チームベンチ・
コート等）を確認し、副審および記録員のＯＫ
の合図を再度確認し、サービス許可の吹笛をす
る。

再度、記入漏れ等がないか確認し、次のセット
を開始できる状況であれば、その旨副審に伝え
る。

●最終ラリーのサービスチームおよびサーバーの番号を覚えておくこと。

③



【公式記録記入法】

◆ 公式記録記入法に、警告をしたときも記入する。

◆ 次のようなときは、特記欄に、セット/チーム（両チームの得点）/その内容の順に簡潔に記載する。

（１）サービス順の誤りで遡って得点を取り消したとき　→　『 反／１／Ａ（４：１）６番のサービスを８番が打った』　※遡って得点を取り消さない場合は記載しない。

（２）不法な選手がプレーしたとき ●セットを没収した場合　→　『セ没／２／Ｂ（１６：１２）Ｎｏ.７不法な選手がプレーした』

●試合を没収した場合　　→　『ゲ没／２／Ｂ（１６：１２）Ｎｏ.９不法な選手がプレーした』

（３）選手が負傷し、例外的な選手交代を認めたとき　→　『例外／１／Ａ（１３：１４）Ｎｏ.７→Ｎｏ.８』

（４）チームベンチに交代選手がいないので回復のための３分間のタイムアウトを認めたとき　→　『回タ／１／Ａ（４：３）Ｎｏ.９』

（５）特殊な事情による試合の中断で、試合の再開が遅くなったとき、または試合が中止もしくは延期となったとき　→　『試合の中断／１／（４：６）停電のため中断』

（６）セットまたは試合の没収があったとき ●セットを没収した場合　→　『セ没／２／Ｂ（１６：１２）Ｎｏ.８ 回タ後も回復しない』

●試合を没収した場合　　→　『ゲ没／２／Ｂ（１６：１２）試合の続行を拒否した』

（７）不法な選手交代で誤った選手が入っている間に得点し遡って取り消したとき　→　『反/１/Ａ（２０：１８）Ｎｏ.８とＮｏ.１１が不法な選手交代をした』　

（８）その他主審が特記欄に記入しておくことが必要と認めたとき。

得点ＡＢ

〈記載例：図-2〉

１ Ｂ

セット失格

適用した罰則等 不当な要求 チーム　　

記載記号例

Ｄ

チーム　　

警告

３ ２７：２８

退場反則

３

３ Ｂ ←１６：１７

 遅延の罰則：D
 選　手：（NO）
 監　督：:C
 コーチ：AC
 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ：M
 部　長：H

３ Ｂ ９：８

　９：１０３ Ａ

Ｄ

要求したので２回目の不当な要求となり遅延警告。

「反則」欄に「D」，「セット」欄に「3」，「AB」欄に「A」，「得点」欄に「18：16」と記入する。

できていなかったので遅延反則。

Ａ １８：１６

Ｄ

←
３

第３セット，Ａ１８対Ｂ１６のとき，Ａチームから選手交代の要求があったが交代できる準備が

「警告」欄に「D」，「セット」欄に「3」，「AB」欄に「B」，「得点」欄に「16：17」と記入する。

第３セット，Ａ１７対Ｂ１６のとき，Ｂチームのゲームキャプテンでない選手がタイムアウトを

「警告」欄に「D」，「セット」欄に「3」，「AB」欄に「A」，「得点」欄に「9：10」と記入する。

「反則」欄に「3」，「セット」欄に「3」，「AB」欄に「B」，「得点」欄に「9：8」と記入する。

第３セット，Ａ９対Ｂ１０のとき，Ａチームの選手交代がキャンセルとなったので遅延警告。

←

←

←

←

第２セット，Ａ１８対Ｂ１９のとき，Ｂチームの監督がサービス許可の吹笛後にタイムアウトの

要求をしたので拒否。「不当な要求」の「チームＢ」に「×」を付ける。

第３セット，Ａ８対Ｂ９のとき，Ｂチームの３番が再度判定に抗議したので反則。

「警告」欄に「3」，「セット」欄に「1」，「AB」欄に「B」，「得点」欄に「27：28」と記入する。

第１セット，Ａ２８対Ｂ２７のとき，Ｂチームの３番が判定に抗議したので黄カードで警告。

Ｂチームは第１セット既に「軽度の不法な行為」で第１段階の口頭警告を受けている。

Ａ Ｂ×



【競技場の設営・ネットの張り方・審判台の調整について】

①

②

③

⑤

９人制独特のネットプレーをスムーズに行えるようネットのサイド（補助）ロープの張り
方は大変重要です。
ＪＶＡ国内競技委員会の競技要項にもサイドロープを取り付ける位置が記してありますが、
下図を参考にボールがネットのどの部分に当たっても適度な跳ね返りが得られるように
左右均等な力で張って下さい。
この時、サイド（補助）ロープを張った状態で、ネットの幅が規定の１ｍ（±３ｃｍ）で
あるか必ず計測して下さい。

④

チームベンチの位置は、選手の安全およびプレーイングエリアの確保の観点からも非常に
重要です。
一律にコート中央から約３ｍの位置（アタックラインの延長線）に監督席を設けてそれを
基準にチームベンチを設置しているケースを見ることがありますが、この位置では選手の
安全やプレーするにあたり十分なスペースが確保されているとは言えません。特にサイド
ラインから５ｍのフリーゾーンが取れない場合においては、コート中央から３ｍの位置に
チームベンチがあると選手の安全上問題があり、ダイナミックなプレーも期待できません。
チームベンチを設置するにあたっては、上記のことも十分考慮して設置するよう心掛けて
下さい。

体育館に既にラインが引いてある場合やラインテープを貼るための目印がある場合であっ
てもコートの大きさが規定どおりであるか必ず確認して下さい。
確認する方法は下記を参考にして下さい。

（1）

（2）

競技規則では、サイドラインから支柱までは５０ｃｍ～１ｍと定められています。
それに加え、両方のサイドライン～支柱の間隔が均等になっているかも確認して下さい。

●

●

⑦ 審判台の高さは、目の高さがネット上端から概ね５０ｃｍのところにくるように調節して
下さい。あくまでも５０ｃｍは目安です。男子と女子ではボールが通過する高さが違いま
すので、当然ネット上端からの目の高さも変わってきます。それぞれの試合に合わせて自
分で最適な高さに合わせて下さい。
ただし、極端に高くなり過ぎたり、低くなり過ぎると、適切な判定が出来なくなりますの
で注意して下さい。
また、審判台と支柱を近づけ過ぎると前後の動きが制約され窮屈な状態で判定しなくては
いけなくなります。逆に審判台と支柱を離し過ぎるとアンテナ付近の判定が正確に行えな
かったり、審判台を踏み外す危険性があるので十分注意して下さい。
審判台の高さ・位置については、研修の場などで色々試して自分に合ったベストなポジシ
ョンを探して下さい。

サイドラインの長さ、エンドラインの長さが規定の長さか確認する。

⑥ 得点掲示板を設置する場所は、ＪＶＡ国内競技委員会の競技要項の競技場設営図によると、
得点掲示板を２つ設置する場合は「主審の左後方のフリーゾーン外とその対角線のフリー
ゾーン外」に設置することになっています。
しかし、多くの大会では、１コートに対し１つの得点掲示板で運営されているケースがほ
とんどです。体育館の形状にもよりますが１つの得点掲示板の場合は、次の要件を考慮し
て適切な場所に設置して下さい。
　（1）コート上の選手から見えやすい場所
　（2）両方のチームベンチおよび記録席から見えやすい場所
　（3）観客席から見えやすい場所
上記の要件に反する場所、例えば「チームベンチ側のアップゾーン近く」に得点掲示板を
設置することは避けて下さい。

アンテナの位置も９人制にとって非常に重要です。サイドバンドの外側からアンテナの内
側までが２０ｃｍになっているか、定規・メジャーなどを使って最低でも３ケ所（ネット
上部の白帯部・ネット中央部・アンダーロープ部）を計測し、垂直に取り付けられている
か必ず確認して下さい。
また、アンテナ外側のネット部分が左右で同じ長さであるかも確認して下さい。

下図のＡ（コート４ケ所）、Ｂ（コート２ケ所）すべての対角線を計測して下さい。
ラインもコートに含まれますのでラインの外側で計測して下さい。
対角線の長さは下記のとおりです。

一般男子：１４．８４９ｍ

一般女子：１２．７２８ｍ

サイドライン

サイドラインの中央点

拡大図

サイドライン

エ
ン
ド
ラ
イ
ン

拡大図

A B

A

一般男子：２３．４７９ｍ

一般女子：２０．１２５ｍ

B

４マス

３マス

３マス

【９人制】

４マス

３マス

３マス

【６人制】



【Ｑ＆Ａ】

【Ｑ１】

（Ａ）

【Ｑ２】

【Ｑ４】

（Ａ）

（Ａ）

【Ｑ３】

（Ａ）

【Ｑ５】

【Ｑ７】

ボールなど試合に必要な用具のチェック、両チームのユニフォームのチェック、両チームの
チーム役員の服装およびマークのチェックなど公式ウォームアップ中に確認しなくてはいけ
ないことがありますので、主審がずっと審判台の上で目を慣らす行為は避けるべきです。
審判台の高さの調節もプロトコール前に済ませておくようにして下さい。
ただし、線審は公式ウォームアップ中に担当ラインの延長線上に立ってアタックやサービス
のスピードに目を慣らしておくと良いでしょう。

このケースの場合は監督が要求した時点で副審は吹笛をして下さい。
副審が要求を拒否できるのは、「不当な要求」があったときだけです。
監督またはゲームキャプテンからの要求が「不当な要求」でなければ、要求があった時点で
そのときの状況に係らず、副審は吹笛しなければいけません。
その後、交代してコートに入る選手の準備が出来ていないのであれば、遅延の対象となりま
すので、その状況を主・副審で確認のうえ、主審が遅延の罰則を与える処置をして下さい。

副審もノーカウントのハンドシグナルを出して吹笛して下さい。
ただし、他コートのボールや選手の侵入によってプレーの妨げになる場合のみ、ノーカウン
トとして下さい。まったくプレーに影響しない所にボールや選手が侵入してきた場合は、そ
のままプレーを続行して下さい。

ノーカウントでプレーを止めるのは、ルールブックにもあるように次の３つです。
①他のボールや他のコートの選手がコートに侵入し、プレーの妨げとなったとき。
②照明などの設備や競技用具が破損または故障したとき。
③天候などの異変、地震等その他やむを得ない事故が発生したとき。
ノーカウントでプレーを止めたときは、第１サービスでゲームを再開して下さい。
また、ノーカウントでプレーを止めたときは、ラリーが完了していないためチームからの中
断の要求はできません。要求を受け付けないよう注意して下さい。

一方、片方の手を上げてプレーを止めるケースは、基本的には次の４つです。
①記録員がサービス順の誤りを知らせるブザーを鳴らしたとき。
②試合中にコート内の選手が重大な負傷をしたとき。
③サービス許可の吹笛後、インプレーの状態になる前に、他コートのボールや選手が侵入し
てきたとき。または侵入が予想されるとき。
④その他、どうしてもプレーを止めなくてはいけないと主・副審が判断したとき。
片方の手を上げてプレーを止めたときは、そのラリーが始まったサービスでゲームを再開し
て下さい。そのため主審・副審・記録員はその都度、ラリーが始まったのが第１サービスな
のか第２サービスなのかを確認しながらゲームを運営する必要があります。例えば、第２
サービスで始まったラリーや第２サービスを打つ前に止めたときは、第２サービスでゲーム
を再開して下さい。
また、片方の手を上げてプレーを止めた時も、ラリーが完了していないためチームからの中
断の要求はできません。要求を受け付けないよう注意して下さい。

この場合、主・副審はタイムアウトの要求を受け付けてはいけません。先にコートチェンジ
をして下さい。コートチェンジをした後で当該チームに再度タイムアウトを要求するか確認
して下さい。このとき当該チームがタイムアウトの要求をしても、要求をしなくても何の問
題もありません。要求しないときは、そのままゲームを再開して下さい。

副審は、直ちに吹笛して（片方の手を上げて）ゲームを止めて下さい。その際、インプレー
の状態になる前に止めることが望ましいです。その後、記録員の記入が完了し両手が上がっ
て、副審がＯＫの合図を送ったら、主審はあらためてサービス許可の吹笛をして下さい。

【Ｑ９】

（Ａ）

【Ｑ１０】

（Ａ）

その限りではありません。
最近では、ＪＶＡ公認のウェアメーカーから外に出すタイプのユニフォームも多く発売され
ていますので、チームの申し出を尊重するべきであると考えます。
事前にユニフォーム・チェックをすることが困難な場合は、できれば代表者会議の場などで
ユニフォームのタイプを確認しておき、試合前のキャプテントスの際に最終的に両チームに
確認するようにすると良いでしょう。

【Ｑ６】

（Ａ）

ＪＶＡ国内競技委員会の競技要項により、「チーム役員の服装は、統一された服装であって
も、Ｔシャツ等の襟のないものや、短パン、ハーフパンツは許可されない。」と規定されて
います。

ＪＶＡ国内競技委員会の競技要項により、「部長・監督・コーチ・マネージャーはマークを
着用しなければならない。」と規定されています。
また、明確に判別できる位置（左胸部が望ましい）につける。とされています。

監督は選手を兼ねることができますし、チームキャプテンは選手の中から指名されることと
なっていますので、監督がチームキャプテンを兼ねることはできます。

（Ａ）

（Ａ）

【Ｑ８】

監督マークなどのマークは、チーム役員は必ず付けなければいけませんか？

チーム役員の服装は統一されていればＴシャツでもいいですか？

監督がチームキャプテンを兼ねることはできますか？

公式ウォームアップ中に主審は審判台の上で目を慣らしてもいいですか？

監督から正規なハンドシグナルにより選手交代の要求があったが、コートに入る選手が
トレーニングウェアを着ていたため、副審は吹笛をしないで交代を拒否しても
いいですか？

ユニフォームは必ずパンツの中に入れなければいけませんか？

隣のコートからボールが入ってきた時、副審もノーカウントのハンドシグナルを出して
吹笛をしてもいいですか？

ラリーをノーカウントで止めるケースと片方の手を上げて止めるケースの違いを
教えて下さい？

第３セットの１１点目が入ったときに、一方の監督からタイムアウトの要求があり
ました。要求を認めていいですか？それともコートチェンジを先にしなくてはいけ
ませんか？

記録員が選手交代の記載をしているのに、主審がサービス許可の吹笛をしてしまい
ました。副審としてどう対処すべきですか？

（Ａ）



【Ｑ＆Ａ】

①それまでの点数を生かす場合

②すべての得点が没収される場合

軽度の不法な行為があったときは、その程度に関係なく必ず第１段階（ゲームキャプテンに
口頭で警告）の手続きをしなくてはいけませんか？

【Ｑ１８】

【Ｑ１６】【Ｑ１１】

（Ａ）
ルール上、たしかにスクリーンの反則はありませんが、チームが意図的にサーバーやサービ
スのコースを隠す行為はフェアではありません。したがって公平・公正なゲーム運営を行う
ためにも主・副審は協力してそのような行為をしていないか監視する必要があります。しか
し、９人制の場合ネット際に選手が多くいるため、意図的であるか否かは非常に判断しにく
いと思います。そのような観点から、いきなり不法な行為として罰則を与えるのではなく、
まず当該チームのゲームキャプテンを呼んで、コート内の選手が接近して立っているため、
結果的に相手チームに対してサーバーやサービスのコースを隠す状況となっているので改善
するよう、注意をして下さい。
また、再発を防ぐ意味でも、改善が見られない場合は、軽度の不法な行為としてチームへの
警告の対象となることも合わせて伝えておくと良いでしょう。

【Ｑ１２】

（Ａ）
応急処置を許可するケースは、出血を伴うような負傷をした場合を想定しています。
この場合、チームはタイムアウトを取る必要はありません。時間的な定めも特にありません
が、このとき副審は、短時間でゲームが再開できるよう、迅速に対応する必要があります。

【Ｑ１３】

【Ｑ１５】

（Ａ）
チーム役員の服装にメーカーの制限はありません。
公認メーカーのものを着用しなくてはいけないのは、選手のユニフォーム（ジャージーおよ
びパンツ）とサポーターです。
ユニフォームおよびサポーターの公認メーカーはＪＶＡの公式ＷＥＢサイトに掲載されてい
ますのでご確認下さい。

選手のユニフォームは公認メーカーのものを着用することになっていますが、チーム役員も
公認メーカーのものを着用しなくてはいけませんか？

試合時間　　　◆時間　　　◆◆分

結果 ２ ０

勝チーム名 ●●●●●

Ａ Ｂ

Ⅰセット ２１ １５

試合時間　　　◆時間　　　◆◆分

結果 ２ ０

勝チーム名 ●●●●●

Ⅱセット ２１

（Ａ）
その限りではありません。
軽度の不法な行為の程度によっては１回目であっても第２段階（その行為をした選手を呼ん
で、またはチーム役員やベンチにいる選手の場合はゲームキャプテンを通じて、黄カードを
示す）が適用される場合があります。

【Ｑ１４】

（Ａ）
９人制競技規則には、必ず「じゃんけん」で、とは書いてありません。
これまでは「じゃんけん」が慣例となっていましたが、ＪＶＡ審判規則委員会指導部では平
成２７年度より「コイン」によるトスを推奨することとします。
コインでトスをするときは、キャプテンにコインの表・裏のどちらかを選ばせるのではな
く、主審が「Ａチームはこちら、Ｂチームはこちら」と決めて下さい。
そして、トスしたコインは手で受け止めず、床に落として下さい。

キャプテントスは必ず「じゃんけん」で行わなくてはいけませんか？

ラリーをノーカウントで止めたときに、監督がタイムアウトを要求してきた場合、
不当な要求として処置すればいいでしょうか？

【Ｑ１７】

（Ａ）

アンテナ外側のネットに触れてもタッチネットの反則になりますか？

９人制では、１０ｃｍ四方の網目の部分までをネットと定義していますので、ボールをプ
レーする一連の動作中にアンテナ外側の網目の部分に触れた場合は、タッチネットの反則と
なります。
ただし、網目の部分の外側にあるアンダーロープや補助ロープはネットではないので、触れ
ても反則ではありません。
（６人制と取り扱いが違うので注意すること）

（Ａ） 不当な要求の項目には該当しませんので、罰則を適用せずに拒否して下さい。
必要があれば、ゲームキャプテンを通じて、ノーカウントで止めた場合はラリーが完了して
いないので中断の要求ができないことを伝えて下さい。

９人制にスクリーンの反則はないので、意識して監視する必要はないですか？

ラリー終了後、選手が負傷したので応急処置を求めてきましたが、認めていいでしょうか？
また認めた場合、時間はどのくらい与えていいですか？

０

Ⅲセット

没収で試合またはセットが終わったとき、記録用紙はどう記入すればいいですか？

（Ａ）

Ａ Ｂ

Ⅰセット

Ⅱセット

Ⅲセット

２１ １５

２１ １０

没収で試合またはセットが終わったときは、そのときの状態が確認できるよう、記録用紙は
そのままにしておいて下さい。
勝ちチームの得点を斜線で消す必要はありません。
没収になった際のサーバーの得点を必ず○で囲んで下さい。
そして、特記欄にＰ.１７の記入例により没収の内容を記入して下さい。
記録用紙の各セットの得点欄は、下記を参照して下さい。
最後に、審判員のサインを採録して大会本部へ提出して下さい。

没

没

０ 没
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